
 

 

 

 

 

 

■実施教科・時間数について教えてください。 

アートマイルに関連した 

実施教科・時間数 
 

教  科 単  元  名 時間数 

総合的な学習の時間 ぼくらの未来・地球の未来を考えよう ４５ 

   

   

 

■作品について教えてください。 

題 （テーマ） Nature & Culture 

絵に込めたメッセージ 

日本や自分達の町の自然や文化のよさを伝えたいという思いと、その自然や文化

は、交流国のタイとも共通点があってつながりがあり、これからも仲良くしていきたい

という思いを表現している。 

 

 

■今回の取り組みの成果と課題はどういった点でしょうか？ 

成        果 課        題 

・自分達の町のよいところを調べて紹介すること
で、自分達の町のよさを再認識できた。 

・相手に伝えたいことを伝えるために、はっきり
話すこと、相手の方を見て話すこと、言葉は大
切であるが、さらにわかりやすい工夫をするこ
とも大切であることがわかった。 

・日本とは全く文化の違う国の友達と交流して、
外国に目を向けることができた。また、英語で
知らない友達ともコミュニケーションをとる
ことができることがわかった。 

・みんなで共同壁画を描く体験をしたことで、み
んなで協力して物事をやりとげることの大切
さと楽しさを学んだ。 

・コミュニケーション能力を育てたいが、小学校
４年生にとっては、英語のハードルはやや高か
った。 

・初めから「協同学習」というめあてをもって学
習させることで、人間関係づくりやクラス経営
等と深く関係づけて活動させることができる。
今回は最後にそのことに気付いたのがやや残
念であった。この活動は、さまざまなねらいを
設定できる可能性があるので、何をめあてに活
動させるのかをよく考えて活動させるべきで
ある。 

 

■アートマイルに取り組む前と比べて相手国や世界に対しての意識はどう変わりましたか？ 

児童生徒の意識の変化 教師の意識の変化 

・国が違っても、共通なことや似たことがあるんだとわ

かった。 

・言葉は違っても、英語という共通語で伝えたいこと

を伝えられることがわかった。 

・世界は遠いが、身近に感じられた。 

・英語の壁は厚いが、思いや言葉が伝わる嬉しさや 

楽しさを感じたが、世界ともっと思いを通わせるため

には英語力を身に付ける必要があると感じたし、そう

いう子どもたちを育てなければならないと感じた。（4

年生でどこまですべきかは課題） 
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■主な活動の流れを教えてください。 

場面 時期 活 動 内 容 児童生徒の反応 実施教科等 

自己 

紹介 

９月 

１０月 

９月に自己紹介のしかたを考える。紙

に書いたものを見せた方がわかりやす

いと思い、英語で書いたり話す練習を

したりした。 

１０月にテレビ会議で、自己紹介をした。 

子どもたちははりきって練習をした。英語は

わからないが、とにかく書いたり話したりという

ことを、交流を楽しみにしながら練習した。テ

レビ会議では、タイの友達にしっかり伝わるよ

うに、はっきりわかりやすく話すようにがんば

っていた。 

総合１０ 

テーマ 

学習 

１０月 

１１月 

１学期に調べた中能登町のよさをグ
ループ別に模造紙にまとめたもの
を、フォーラム上で送った。テレビ会
議の予定だったので、話す練習もた
くさんしていたが、相手校の機器の
都合でできなくなった。 

はりきって練習していた。自己紹介より難し
い英語で量も多かったので、書くことも話す
ことも大変だった。テレビ会議ができないとわ
かり、残念そうであったが、自校の隣学級と
の交流で披露した。交流国タイからのユーチ
ューブを見て、タイのことも知り、興味関心を
高めた 

総合１４ 

構図 

決定 
１２月 

交流国との共通点を 3 点フォーラムで
連絡しながら決めて、その他に自分達
独自の町の紹介を入れた絵を５つの
グループごとにデザインし、それらのよ
いところを集めて、仕上げた。 

５つのグループの案が入り、全員の案や

デザインが入った絵になり、みんなが満

足のいくデザインになった。 
総合８ 

壁画 

制作 
１２月 

自分達のグループでデザインした絵
を中心に下絵をシートに書き写し
た。色塗りは、山と地面など、全員が
関わる部分と、それぞれのグループ
が担当しるところを決めて全員で協
力して色塗りした。 

みんなやる気満々、全員で協力して楽
しく色塗りできた。制作期間が短かった
ので、短期目標と最終目標を掲げなが
ら、目標に向かって全員の気持ちを一
つにしてがんばった。出来上がった時は
満足感、達成感いっぱいになった。 

総合１０ 

鑑賞・ 

振り返り 
２月 

届いた絵を鑑賞して、感想を書い
た。また、絵についての質問があり、
フォーラムで送った。 

送られてきた絵を見た児童は、その絵の
上手さや、自分達の絵に合わせて描い
てあることに大変感動していたし、絵に
大満足の様子であった。 

総合３ 

 

■学習目標（つけたい力）と成果（ついた力）について教えてください。 

「目標」 先生が指導に当たって重視したことを ABCで記入 （A：特に重視した B：重視した C：特に重視しなかった) 
「成果」 先生の手応え （５：とても身についた ４：身についた ３：どちらともいえない ２：あまり身につかなかった １：身につかなかった） 

学習目標・つけたい力 目標 成果 成果についてそう感じた場面・理由 

自文化の理解 Ａ ４ 
自分たちの町のよさを伝えたいという気持ちでよく調べていた。また、他の

町のこと（タイでもよい）を知ることで、広い視野で深く自文化を理解できると

感じたので、最後に再度考えてみるとよかったのかもしれない。 

異文化の理解 Ｂ ３ 
ユーチューブを見て、少し興味をもったが、さらに調べる時間を
とることができなかった。 

コミュニケーション力 

（説明・共感・英語） 
Ａ ４ 

どうしたら、うまく聞こえるか、理解してもらえるかということを考え
ながら練習していた。また、よく聞こうという姿勢も見られた。 

情報活用能力 

（情報収集・発信） 
Ａ ３ 

ややインターネットに頼りすぎていたので、多様な調べ方をして
そのよさを例をあげて教えなければいけなかったと感じる。 

人間関係をつくる 

（学級内・交流相手） 
Ａ ４ 

グループで考えたり練習したりしたこと、また、絵を協力して描い
たことは人間関係をつくる場になった。 

協働する力 

（役割分担・協力） 
Ａ ４ 

絵を描く時に、好きなことだけをしたいという思いが強い児童が何人
かいたが、我慢したり描いたりできない子のことも考えることが必要
であることも学ぶことができた。 

学習を追究する意欲 Ｂ ３ 
自分の町のことを興味関心をもって調べていたが、多様な調べ方をしようと

か、もっと深く調べようという思いで取り組む児童は少なかった。 

表現力 

（伝えたいことを絵で表す） 
Ｂ ４ 

デザインは子どもたちの発想を大事にして、表現することができた。
色塗りは、こちらから方法（雑巾でとか、綿棒を使って、等）を指示す
ることが多かった。 

作品を鑑賞する力 Ｂ ４ 
タイの絵が自分達の絵に加わり、完成作品を見たときの感動は大き
く、絵を見ている様子から嬉しさも大変伝わってきた。絵の感想を書
いたが、その感想をもっと交流してもよかった。 



 


